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本日のプログラム

加山興業について

サステナビリティ領域における戦略的重要課題

カーボンニュートラルに向けた取り組み事例

ステークホルダーへの行動変容の働きかけ

今後の計画

実際に取り組み始めた事例



Kayama Kogyo Co.,Ltd.

加山興業について



加山興業？？ ？

？



本業におけるビジネスモデル

病院や工場から

出るごみを

リサイクル！

多種多様な廃棄物に

適した「GPS搭載」の

収集運搬車両

リサイクル率向上に向けて

高性能な設備を導入

ゴミの入荷量は 毎月約 5,500 トン！

リサイクル率は 約 80 パーセント！

ゴミの適正処理・リサイクルは、

地域の持続可能性とともに地域住民の生活の質

（Well-being）を確保する観点からも重要





KAYAMAサステナビリティ領域における戦略的重要課題



戦略的重要課題：環境共生

FUTURE VISION -将来像-

「緑あふれる」

＝豊かな自然環境と生態系が満たされる環境の整備

HIGHLIGHTS -63期の主な実績-

ネイチャーポジティブに対するステークホルダーとの

対話及び自社の方針・計画策定

FUTURE PLAN -今後の計画-

・KAYAMAファームの再構築

・農業事業への参画

・地域と連携したネイチャーポジティブの推進画



加山興業の基本的な考え

環境共生のコンセプト

地球環境は、人類が所有する最大の財産であるとともに

最も重要なステークホルダーであり、未来を生きる人に

つなげるべき資産であると認識しています。

事業活動によって周辺の環境汚染を及ぼすことがないように

真摯に対応し、そこに暮らす生物多様性の尊重を図ります。

また自然の恵みを通じて、

自然と人が共存共栄できる環境作りにも努めます

世界的な枠組みとの関連性

責任ある企業行動のための

OECDデュー・ディリジェンス・ガイダンス



ネイチャーポジティブと重要課題の整合性

出典：出典：地球規模生物多様性概況第5版（GBO5）をもとに当社作成



ネイチャーポジティブと重要課題の整合性

消費と廃棄物の削減

気候変動の緩和

汚染、侵略的外来種乱獲

に対する行動

財とサービス、特に食品の

より持続可能な生産

生態系の保全と回復の強化



消費と廃棄物の削減

あらゆる廃棄物の適正処理を継続 マテリアルリサイクルの事業領域の深化

2020
市田プラント

竣工

2023
太陽光パネルリサイクル

設備（自動機）導入

2024
ＡＩ画像認識技術を

活用したロボット

選別機導入

2023
新焼却炉導入

太陽光パネルリサイクル

設備（手動機）導入

ゴミや社会からの

要求の変化に合わせ

加山興業も進化



気候変動におけるスコープ別の対応策

目標に対する足元課題 今後の対策 今後の目標

スコープ

１

・焼却時の二酸化炭素の
回収・リサイクル等
先進的な技術

・より排出係数の
低い燃料の導入

・情報収集と積極的な
産学官連携への参加

・新技術を導入するため
の資金調達

・焼却処理による
非エネルギー起源の
二酸化炭素排出量削減

・エネルギー起源の
排出量の更なる削減

スコープ

2 ・電力価格の不安定化 ・自家消費の拡大

・二酸化炭素排出量
ゼロの維持

・再エネ100％の
調達を継続

スコープ

3

・カテゴリー11は
エンドユーザーが固形
燃料を利用した際に
発生する二酸化炭素排出量

・カテゴリー1は廃棄物の
収集運搬の協力会社。
企業によって取り組み
状況に温度差がある

・環境や人権に配慮した
投資活動

・取引先や協力会社へ
脱炭素対策の働きかけ

・スコープ3の
全体的な削減

イノベーションに期待しながらも

できるところから取り組んでいく



スコープ１削減の取り組み

スコープ１

焼却炉のエネルギーの、灯油から都市ガスへの切り替え（約10%のCO2排出量削減効果）

重機における、軽油からGLT燃料への切り替え（約8.5%のCO2排出量削減効果）

バッテリー型のフォークリフト・EV自動車の電化推進

焼却炉における熱回収の推進（バイナリー発電の導入）

▼重機の電化 ▼EV自動車の導入

〜 今後の目標 〜

・焼却処理による

非エネルギー起源の

二酸化炭素排出量削減

・エネルギー起源の

排出量の更なる削減



スコープ２削減の取り組み

スコープ２

再生可能エネルギー環境価値の利用（CO2排出量0tの達成維持）

調達した電力の再生可能エネルギー率100%を達成

自社社屋での太陽光発電システム導入

▼自社社屋の太陽光発電システム

〜 今後の目標 〜

再生可能エネルギー

100%の調達を継続



スコープ３削減の取り組み

▼自社社屋の太陽光発電システム

〜 今後の目標 〜

再生可能エネルギー

100%の調達を継続

スコープ３

取引先・地域・業界団体への取り組み共有、再生可能エネルギー環境価値の提案

グリーン購入の推進

テレワークの推進によるCO2排出量削減

顧客から預かった廃棄物に対するリサイクル率の促進



KAYAMAみつばちプロジェクト

千両リサイクル

プラント



ネイチャーポジティブと重要課題の整合性

消費と廃棄物の削減

気候変動の緩和

汚染、侵略的外来種乱獲

に対する行動

財とサービス、特に食品の

より持続可能な生産

生態系の保全と回復の強化



KAYAMAみつばちプロジェクト

ゴミの処理をしていると「有害なものを出している」と思われがち、、、

そうではないことを証明するために2014年にSTART

最終した蜂蜜の成分を分析し有害なものが含まれていないかチェック

↑ 工場の隣の養蜂場 ↑ 巣箱 ↑ 販売しているはちみつ商品

※参照：UN report (2011) “Humans must change behaviour to save bees, vital for food production”



KAYAMAみつばちプロジェクト

環境保全

工場と近隣住居との隣接地帯

環境アセスメントの役割

はちみつの成分分析を実施

加盟団体との連携

【加盟団体リスト】

・豊川里山カーボンニュートラル協議会

・穂の国森づくりの会

・あいち生態系ネットワーク協議会

・３０by３０アライアンス

汚染されていない

ことを証明！



KAYAMAみつばちプロジェクト

環境教育

「体験の機会の場」へ登録

農作物の受粉に関与

年１回の地域交流ハーベスト

環境教育実施数



KAYAMAみつばちプロジェクト

地域活性化

コラボ商品を開発

イベント会場出店

みつろうWSの開催



EVキッチンカーの導入

移動時のCO2排出量ゼロ実現

再エネ 100% の電力で充電する

ことで、稼働にかかるエネルギー

はオールクリーン ! 

月 2,000km 走行する場合、

ガソリン車と比べて年間 4.4t の

CO2 を削減することが可能です。

杉の木 316 本分の CO2 吸収量に相当！環境に優しい移動販売車です！

※自社で充電した場合



今後の展望

本社

千両工場・ファーム

地域の地形、地質などを基盤とした

里山再生・農業事業の計画中

財とサービス、特に食品のより持続可能な生産

汚染、侵略的外来種及び乱獲に対する行動

生態系の保全と回復の強化

総合的なネイチャーポジティブ実現に向けた

取り組みを目指していきたい



今後の展望

本来の生態系の保全

住民の憩いの場

森の図書館

身近な生態系を学ぶ機会農業の場
地域の自然の豊かさや環境保全・生活環境は、

地域の持続可能性とともに

地域住民のの質・従業員の労働環境

（Well-being）を確保する観点からも重要！



Kayama Kogyo Co.,Ltd.
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